
最近、タバコの煙を目にする

機会がずいぶん減りました。それ

もそのはずで、厚生労働省が発

表した令和元年度の「国民健康・

栄養調査結果の概要」によると、

グラフのように喫煙率が毎年確

実に減少しています。 

かつては男性の半数近くが喫

煙者でしたが、２０１９年には２７．

１％となり３人に一人しかタバコを

吸わなくなりました。女性も合わ

せると成人全体の喫煙率は１６．

７％なので、喫煙者は５人に一人

しかいない訳です。 

 

そして、下の年代別の喫煙率

を見てください。4０代の喫煙率

が高く、７０代になると急に低くな

っています。これは喫煙者の平

均寿命が非喫煙者より１０年短い

とされているからだろう思われま

す。 

それとは別に、２０代の喫煙率

が低い事に注目して下さい。皆

さんのようにタバコの有害性を知

っている現在の若者は大人にな

ってもタバコを吸わなくなってい

る事がわかります。この傾向はさ

らに加速するでしょう。 

「タバコを吸うのはめずらしい」

時代を迎えつつあります。 
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